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論 文 内 容 要 旨（和文） 
学位論文題名 
Biological role of site-specific O-glycosylation in cell adhesion activity  











以前、私たちは、OPN 内のスレオニン/プロリンリッチ領域に存在する 5 か所の O-結合型糖鎖付
加部位 (Thr134/Thr138/Thr143/Thr147/Thr152) を欠損させたところ、OPN の細胞接着活性とリン酸化が上
昇することを見出した。本研究では、OPN の糖鎖による活性調節機構をより詳細に検討するため、
部位特異的 O-結合型糖鎖修飾をもつ組換え型 OPN の細胞接着活性およびリン酸化について調べた。 
そのために糖鎖を部位特異的に 1 か所あるいは複数か所欠損させた OPN を作製した。前側 2 か
所（Thr134/Thr138）、後側 3 か所（Thr143/Thr147/Thr152）の糖鎖付加部位を欠損した OPN は、野生型に
比べ、それぞれ細胞接着活性の低下および上昇がみられた。一方、糖鎖付加部位を 1 か所のみ欠損し
た OPN は野生型と同程度の活性を示した。 
OPN と受容体との相互作用に対する糖鎖の影響を調べるため、インテグリン αvβ3 と β1 の機能
阻害抗体やインテグリン αvβ3 高発現細胞を用いて、各組換え型 OPN に対する細胞接着アッセイをお
こなった。その結果、OPN とそれらインテグリンとの相互作用に OPN 糖鎖が関与することが明らか
となった。 






（Biochemical Journal, May 9, 2018, 475, 1583–1595） 
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